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れ
て
お
ら
れ
た
当
町

出
身
で
現
在
東
京
都
青
梅
市
に
お
住
い

の
飛
田
一
東
山
先
生
な
ら
び
に
国
や
燥
の

係
官
お
よ
び
、
地
主
の
皆
さ
ん
、
防
内

外
の
有
志
の
方
々
多
数
参
列
の
も
と
に

雨
中
学
校
下
の
陸
格
付
近
に
式
潟
市
」
設

け
、
大
向
神
社
篠
塚
宮
司
の
修
援
の
儀

に
は
じ
ま
れ
ν
、
祝
詞
炎
上
、
主
山
南
一
章
典

な
ど
の
儀
式
が
極
め
て
厳
し
ゆ
く
の
中

ぴ
た
寧
が
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
と
続
F

ご
F

一
件
る
#
何
げ
に
、
こ
の
事
業
に
よ
る
肪
除
一
日
J
Iト
巡
り
四
階
逮
)
伊
見
説
し
孝
レ
一
回
た
め
に
も
笈
犬
家
の
皆
様
は
島
北
野
犬
の
一

て

害

2
0
Z
4
2

一
効
果
が
期
待
完
て
い
ま
す
。
一
た
が
、
そ
の
立
派
さ
に
ま
ず
雪
量
一
国
民
健
康
保
険
の
一
霊
長
注
射
喜
る
こ
と
を
興
一

分
離
禁
ク
ッ
キ
D
と

浮

ぴ

巨

与

一

一

回

数

実

施

期

目

撃

病

喜

一

六

野

で

は

お

よ

そ

一

番

高

い

と

思

わ

一

、

一

宮

て

下

さ

い

。

一

る

よ

つ

で

す

。

古

く

か

皇

警

と

一

一

第

一

回

七

月

一

五

い

も

ち

病

一

れ

る

屋

上

最

っ

た

き

、

男

の

す

一

届

出

を

宏

れ

ず

に

7
2
3量義
一

称

え

ら

れ

、

縫

大

な

海

浜

の

景

勝

地

と

一

一

ク

ン

カ

露

震

一

ぐ

れ

た

大

洗

町

の

棄

覧

ぞ

「

ほ

一

最

近

菌

毘

健

康

保

険

の

異

一

製

第

一

の

と

お

り

で

す

。

一

詰

料

品

川

町

沿

い

れ

て

港

区

霊

皇

室

協

議

一

委

に

よ

D
2被
害

を

受

け

て

一

第

一

酉

八

月

十

五

日

頃

立

許

諾

討

凶

行

一

号

制

民

縁

関

一

一

一

一

一

持

続

M
E圏
一
信
一

一
龍
一
時
一
一
臨
時
十
臨
時
一
一
号
ア
ワ
ビ
稚
貝
を
放
流
一
時
臨
時
諮
問
臨
時
期
一
一
一
一
一
円
議

長
車
線
、
た
れ
も
の
口

E
一

よ

り

喜

一

望

す

る

こ

と

義

一

漁

業

資

源

増

殖

事

業

ほ

え

と

完

号

室

セ

ン

タ

ー

一

2
8いろ
い
ろ
麗
到
な
こ
と

E度
審

議

事

防

事

は

事

震

の

ぞ

れ

モ

た

。

一

定

し

E

一

一

暴

露

〉

ま

て

か

ら

、

五

お

こ

っ

て

す

ま

す

。

こ

う

芸

部

一

貫

一

一

十

九

日

よ

り

実

施

主

主

5
3
5、喜
一

へ

刀

コ

プ

字

書

よ

る

幾

重

一

ァ

ヲ

長

は

大

洗

町

皇

室

の

一

章

て

、

震

民

投

薬

し

て

亘

書

著

書

、

審

議

一

な

こ

と

や

、

撃

ち

い

こ

と

が

、

一

2震
に

つ

い

て

路

震

ど
こ
も
で
こ
も
侠
望
。
タ
ー
ン
一
中
童
書
、
官
加
の
傾
向
に
一
番
と
し
て
、
喜
重
を
打
つ
一
の
憲
章
っ
て
雲
し
た
。
一
員
の
万
五
切
な
説
明
を
受
け
な
が
一

E
Sいた
め
次
の
よ
っ
議
一

Z智
せ

い

た

与

の

て

も

し
て
か
ら
奈
蓄
の
展
望
、
と
れ
が
一
あ
っ
て
、
議
係
長
野
容
は
、
一
て
い
ま
す
が
、
漁
獲
で
き
る
大
き
さ
の
一
乙
の
事
業
は
、
ァ
ヲ
ピ
費
を
北
海
一
ら
?
建
設
空
と
は
い
え
、
近
代
章
一
言
」
は
国
民
健
康
保
険
露
出
を
忘
れ
れ
な
く
登
録
を
な
し
注
射
を
受
け
て
下

ま
た
警
護
ら
し
い
。
は
る
か
に
太
一
昨
年
実
施
襲
の
で
七
倍
に
当
る
二
艮
に
な
る
に
は
、
一
一
一
年
室
五
年
は
か
一
道
の
奥
尻
と
い

2
こ
ろ
か
ら
購
入
し
の
議
事
く
原
子
力
研
究
施
設
の
偉
一
ず
U
行
な
っ
て
下
さ
い
。
一
さ
い
。

平
洋
に
突
き
出
た
大
洗
細
川
、
背
後
に
櫛
一
万
三
E
T
九
百
九
十
紗
の
面
積
が
本
年
度
一
か
り
ま
す
。
従
っ
て
毎
年
漁
獲
し
て
お
一
こ
れ
#
放
流
す
る
も
の
で
本
年
度
は
、
一
大
さ
に
感
心
し
て
い
季
年
、
帰
り
も
一
一

2
2
2
3一重
去
る
こ
と
足
り
ま
え
実
一

ui然に
大
き
な
貝
が
き
一
四
月
と
完
全
函
に
わ
た
っ
て
一
万
一
義
バ
イ
パ
ス
室
主
主
、
あ
一
届
出

E
2
5ぃ呈
l

i

l

i

-

-

望

号

ぇ

、

い

ま

喜

の

築

一

施

町

村

数

も

昨

年

よ

主

力

市

町

村

が

て

主

い

ま

す

。

一

一

志

の

ア

ヲ

露

五

互

い

に

く

の

号

、

す

ば

ら

し

い

堅

一

日

開

持

技

館

経

一

青

少

年

相

談

員

洛

が

脊

震

の

中

に

泰

管

区

依

義

一

泊

加

し

石

な

わ

れ

ま

す

。

一

そ

こ

で

町

当

局

は

義

組

合

と

共

同

一

義

主

し

た

。

一

も

号

ょ

っ

に

見

ら

れ

ま

せ

ん

で

し

た

一

ぇ

、

そ

れ

に

打

暴

せ

る

宮

な

で

一

大

器

産

、

昨

年

ヲ

ン

カ

の

喜

一

し

長

な

ら

び

に

震

関

の

雪

一

一

が

、

2て
突

き

大

量

一

語

、

護

所

)

公

務

員

等

の

義

一

十

名

こ

一

.

l

一

』

今

一

組

合

の

襲

撃

宮

な

っ

た

審

。

一

-
4

ぶ

き

が

極

め

て

美

し

い

。

弓

の

よ

フ

に

一

一

路

だ

」

と

ほ

ψ
セ

や

し

て

い

ま

し

た

。

一

一

由

っ

た

汀

に

で

寄

せ

る

織

票

富

一

一

つ

ぎ

に

い

ま

霊

が

す

す

め

ら

れ

て

、

一

高

保

の

世

帯

よ

り

船

員

長

の

護

一

新

し

く

穴

名

を

賢

一

瞬

雪

、

黒

く

言

て

い

る

富

と

一

嘱

託

員

4
r
k
R尽
き

一

る

大

事

皇

、

町

長

の

事

わ

一

険

雪

な

っ

た

雪

一

一

『

寸

探

叫

同

時

芭

d
9
6
5

一

一

高

保

の

世

務

官

日

震

康

保

険

の

一

大

器

膏

産

相

談

闘

慎

重

品

で

が
自
然
に
マ
ツ
ヰ
イ
レ
て
、
た
と
え
よ
フ
一
納
税
組
合
長
安

1

高
叱
妥

n
s削
札

メ

ヱ

一

き

な

が

ら

「

一

日

も

早

く

完

成

喜

た

一

被

保

険

者

と
E
っ
た
望
口
。
一
壁
一
名
、
大
空
名
、
署
名
の

の
な
い
景
観
で
号
、
き
に
一
阪
の
一

1

1

1

一
い
な
予
」
と
話
し
て
い
る
人
も
あ
り
一

r

一

一

一

一

吹

田

保

の

世

帯

へ

転

入

し

露

合

。

一

計

四

名

で

し

た

が

、

受

持

の

区

罪

広

絵

巻

で

す

。

そ

し

て

ま

た

海

上

を

な

で

一

一

ま

し

た

。

一

一

て

吹

き

ぼ

っ

て

く

急

襲

、

旦

全

員

で

町

内

視

察

一

視

察

終

っ

て

か

ら

大

葉

テ

ル

で

一

臨

時

日

討

せ

。

一

主

計

長

時

刊

誌

山

は

な

ん

と

も

い

え

な

い

侠

磁

を

与

え

て

く

一

一

懇

談

会

が

行

な

わ

れ

、

利

か

な

怒

親

の

一

一

一

一

一

会

日

震

保

険

よ

り

ぬ

け

た

湯

合

。

一

去

る

一

斉

一

日

六

名

の

方

が

町

長

及

れ

る

。

塾

経

の

ド

ラ

イ

ブ

で

あ

っ

た

ら

一

白

・

一

の

ち

解

学

芸

し

た

。

一

一

一
町
で
は
去
る
五
月
十
一
日
、
円
頃
町
合
長
さ
ん
方
に
第
一
中
学
校
の
体
育
館
状
況
に
つ
い
て
で
説
明
が
号
、
一
石
震
の
被
保
険
者
謹
が
他
市
町
村
吉
菱
重
遣
の
委
理
建
論
員

そ
の
一
快
適
時
制
は
倍
加
し
、
さ
ぞ

E
フ

イ

一

、

、

一

一

・

一

一

一

プ
容
が
講
ず
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
の
た
め

U
ろ

い

会

望

者

一

員

長

長

懇

談

会

事

υ
一

終

っ

て

か

ら

先

般

竣

工

し

在

か

り

の

一

【

喜

美

違

喜

一

へ

号

室

。

一

し

、

合

せ

て

次

の

十

名

の

方

々

が

雰

壁
の
う
ち
に
準
は
祝
賀
会
場
の
南
一
て
お
り
ま
す
。
壁
員
さ
ん
と
納
税
組
一
ま
し
た
。
加
藤
町
長
官
霊
の
町
の
一
第
一
事
務
霊
祭
(
鉄
筋
コ
シ
ク
一
@
接
喜
マ
町
長
の
説
明
】
一
高
保
の
被
保
険
者
善
が
需
町
村
一
年
相
談
員
と
じ
て
活
擁
さ
れ
る
こ
と
に

一
よ
り
転
入
し
た
場
合
。
一
な
D
串
れ
レ
た
。
青
少
年
の
不
良
行
為
、

中

学

校

に

到

着

、

特

別

教

室

で

駿

工

祝

一

一

一
国
民
健
康
保
険
法
で
は
右
の
よ
っ
な
一
学
一
蜜
の
長
欠
等
で
相
談
し
た
い
こ
井
伊

賀

の

安

が

挙

行

さ

れ

ま

し

た

。

大

滋

原

一

一

一
場
合
十
日
以
内
に
届
け
出
る
様
義
務
ず
一
あ
り
ま
し
た
ら
、
と
遠
慮
存
え
相
韓
関

子

力

研

究

書

震

の

音

頭

に

て

一

乾

杯

が

な

一

一

一
け
ら
五
て
お
h
u
ま
す
の
で
、
異
動
の
つ
一
に
話
さ
れ
一
臼
も
皐
く
解
決
、
補
導
の

さ
れ
J

護

輸

送

路

局

長

、

知

事

代

理

ゐ

一

一

一
ど
庖
け
ら
れ
る
よ
フ
お
願
い
芋
左
手
一
方
法
が
と
れ
る
ょ
っ
と
協
力
を
お
願
い

県

土

木

部

長

の

祝

辞

の

の

ち

、

本

事

業

一

・

一

一

-
E
F
t
-
r
i
f
-
-
J
1
2
2

、r
一
し
ま
す
炉
相
談
員
は
民
生
番
困
問
、
学
校

実
現
の
功
労
者
飛
田
先
生
よ
り
ユ
l
モ

一

¥

一

ァ
た
っ
ぷ
D
の

回

顧

談

が

発

表

さ

れ

、

一

愛

犬

家

の

皆

様

へ

一

警

護

係

機

関

長

憲

君

主

一

一

D
、
善
処
に
努
め
担
相
談
学
受
宮
内
容

全

員

つ

つ

み

き

れ

な

い

欝

ぴ

の

中

に

、

一

一

刊

か

な

祝

祭

主

主

事

レ

た

。

宴

一

あ

な

た

の

飼

い

犬

は

必

一

議

秘

密

季

名

義

?

に

行

な

わ

れ

、

つ

い

で

町

長

の

室

、

も

終

る

頃

、

査

町

議

会

議

長

の

音

頭

一

ず

登

録

と

予

防

法

射

を

一

明

か

ら

安

心

し

て

諸

君

主

卜

さ

直
接
の
工
事
担
当
資
任
者
で
あ
る
、
小
に
よ
り
互
4
一

ニ

唱

官

の

つ

丈

散

会

し

ま

一

一

U

一
段
近
脱
出
犬
や
飼
い
犬
の
放
し
飽
い
が
一
瞥
少
年
相
談
員

坂

建

設

省

太

田

工

事

々

務

所

長

の

工

事

し

た

。

(

一

↓
多
く
な
h
u
、
人
や
家
畜
や
農
作
物
等
に
一
女
臨
時
浜
地
区

経
過
報
告
が
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
通
h
u

こ

の

五

十

一

号

国

道

は

先

む

ろ

決

定

一

一

一
被
害
を
与
え
て
い
る
事
例
が
多
く
な
っ
一
関
根
平
吉
(
朋
叫
仰
向
〉

初
め
に
移
D
ま

し

た

。

を

み

ま

し

た

国

際

空

航

、

お

よ

び

白

下

一

一

一
て
き
て
お
り
ま
す
。

ζ

の
よ
っ
な
犬
の
一
根
本
矢
(
祝
町
〉

道

路

局

長

と

町

長

に

よ

っ

て

、

打

上

建

設

宅

右

あ

る

鹿

島

港

な

ど

に

遇

ず

一

一

一
被
告
百
九
『
な
く
し
狂
犬
病
室
?
防
す
る
た
一
関
根
議
雄
三
丁
目
〉

花
火
と
同
時
に
全
員
住
穫
の
な
か
に
、
る
重
姿
な
幹
線
道
路
で
あ
D
、

乙

の

完

一

一

一
め
、
犬
の
所
有
者
は
犬
の
同
義
を
な
し
一
坂
本
・
信
(
沼
町
)

式

鋲

に

よ

っ

て

、

左

右

に

張

り

渡

さ

れ

成

に

よ

っ

て

将

来

茨

城

、

千

湊

両

県

の

一

一

一
予
防
注
射
を
六
カ
月
と
と
に
受
け
な
け
一
山
口
進
康
〈
永
町
)

た
テ
l
プ

が

切

ら

れ

る

や

、

県

土

木

部

産

業

経

済

の

め

ざ

ま

し

い

発

展

が

期

待

一

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
狂
犬
開
予
防
法
一
清
水
広
太
郎
(
揺
袋
町
)

長

の

手

に

よ

っ

て

中

央

に

吊

る

さ

れ

た

さ

れ

る

わ

け

で

あ

り

ま

す

。

一

に
よ
り
義
務
づ
り
り
れ
て
お
り
ま
す
。
一
女
大
賞
地
区

ク

ス

玉

が

割

れ

、

平

和

の

シ

ン

ボ

ル

と

私

達

は

一

日

も

阜

く

五

十

一

号

一

国

道

、

一

こ
れ
ら
の
こ
と
#
怠
っ
た
場
合
に
は
一
一
一
一
高
柳
済
(
角
一
)

い

わ

れ

る

鳩

が

飛

び

立

つ

、

居

並

ぶ

金

白

全

線

が

で

き

王

る

こ

と

を

顕

っ

て

や

み

一

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
一
海
老
沢
好
一
(
仲
宿
)

員

か

ら

万

自

の

拍

手

が

溺

き

、

か

ん

声

ま

せ

ん

。

一

も
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
・
宵
一
文
海
地
区

が
上
h
u
ま

し

た

。

つ

づ

い

て

神

宮

ニ

人

【

写

真

は

開

通

し

た

ば

か

り

の

璽

海

こ

う

し

た

こ

と

か

ら

公

衆

衛

生

の

向

白

探

作

が

分

乗

し

た

修

抜

車

舟

遇

政

に

待

ち

わ

バ

イ

パ

ス

道

路

】

上

及

び

、

公

共

の

徳

社

の

胞

進

浄

」

図

る

関

農
薬
へ

リ
散
布

。。
こ
と
し
は
こ
回
実
施
。。

資
〈
成
田
〉

勝
司
(
松
川
)

/ 



し
た
方
の
扶
養
加
給
は
認
め
ら
れ
ま
せ
げ
ま
す
。
白
下
、
町
で
は
名
人
ク
ラ
ブ
i
g
z
i
l
-
-
2
・

有
効
煽
国
間
六
米
を
新
設
し
、
国

設

問

記

長

臨

む

一

目

標

題

一

一

十

一

一

万

一

一

一

千

円

一

時

持

、

時

間

山

軒

通

庁

防

護

埋

立

公

ヨ

…

日

諮

問

問

山

韓

間

臨

時

一

一

一

一

一

一

院

詩

語

版

日

常

器

官

れ

れ

一

援

諸

笹

山

諮

問

一

器

官

諸

問

問

ロ

ト

部

開

両

日

雪

こ

。

一

あ

り

さ

き

ざ

い

ま

す

。

乙

tも
一

よ

っ

て

、

免

許

さ

れ

、

賢

士

百

、

二

帯

の

開

発

差

す

と

共

に

、

衛

生

的

整

レ

、

付

近

一

得

の

棄

を

か

一

許

認

長

時

一

一

一

議

詰

一

諸

説

封

書

一

出

一

一

型

車

一

出

臨

時

一

諮

問

中

一

…

抑

制

単

一

期

日

一

一

一

銘

打

日

は

ら

日

以

下

の

で

白
一
し
、
そ
の
う
ち
遺
族
に
震
が
あ
る
と
一
暴
露
損
害
(
一
平
一
年
一
貫
一

Z
Z
Z完
る

こ

と

に

一

こ

れ

宅

の

ぞ

い

重

富

警

官

ん

の

と

家

庭

を

訪

問

し

、

喜

一

す

。

一

ζ

の

警

の

品

、

こ

の

襲

の

一

り

で

す

。

こ

の

工

事

期

間

中

は

、

町

民

自

年
一
恩
-Pれ
る
事
項
に
つ
い
て
お
宮
せ
い
一
一
日
Z
一
平
七
年
四
月
一
平
九
百
五
一
な
D
ま
し
だ
一
れ
、
護
霊
襲
安
係
ま
で
間
い
合
一
当
っ
て
お
り
を
き
に
本
在
日
一

-
g
a
-
-
-
a
g
i
l
i
-
-

一
た
め
に
市
街
地
古
一
言
れ
、
町
の
発
て
、
免
許
さ
れ
益
変
ぴ
裏
に
は
綴
々
と
議
薬
害
す
る
こ
と

三

官

の

お

充

一

都

内

究

開

鰐

一

一

一

一

語

疾

患

2
5る一
fさ
い

。

一

諸

説

話

箱

一

昭

祉

年

金

を

受

一

慣

れ

鰐

百

十

均

一

む

立

時

五

七

創

刊

誌

，

i調

和
一
従
来
戸
籍
上
の
属
望
し
て
い
な
か
一
「
岳
に
復
し
て
い
た
姿
、
ま
た
は
、
一
従
来
、
公
務
扶
助
撃
で
震
に
色
、
一
混
い
む
支
援
毒
て
、
赤
十
字
事
控
室
一
け
て
い
る
方
へ
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
乙
れ
を
援
立
て
て
一
面
積
き
こ
五
号
ィ
、
露
富
男
を
お
願
い

Eげ
ま
す
。

昭
一
っ
た
た
め
に
、
護
年
金
等
の
舗
を
一

1525iL2551EE--zi--1-E--一・
1zig--↑・5
S
1
5・E
t
-
-‘
E
z
-
-
z
i
一
言
に
発
展
さ
せ
た
い
と
息
い
ま
す
の
一
定
も
所
得
状
謹
話
し
て
い
た
一
都
市
菌
の
一
端
た
る
善
意
央
に
二
、
工
事
内
容
埋
立
地
域
の
一
一
ハ
写
真
H
霊
て
工
事
事

一
昨
松
川
町
づ
わ
れ
刊
誌
町
民
一

ω
一

氷

久

選

挙

人

名

簿

の

登

録

ω
一

謡

館

都

開

。

一

信

時

下

さ

る

き

お

顕

い

で

一

r
鮪幻自
U
U訪
日
j

た

5

5

T

E

λ

パ3
3
3
2
i
z
z
i
i
i
i七
一

仁

川

上

一

一

μ一
パ
一
じ
い
じ
れ
十
地
区

一
合
は
弔
室
、
警
察
支
給
さ
一

ω

申
出
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
・
一
選
挙
管
理
委
員
会
襲
撃
に
一
今
年
の
暴
露
、
一
一
干
一
一
万
一
一
宇
一
た
の
配
偶
者
、
技
養
護
索
、
箱
一
一
中
防
音
校
舎
完
成
霊
室
ニ
ペ
変
筆
一
、
章
二
塁
菌
、
質
量
、
住
ま
れ
る

一

れ

る

こ

と

に

な

幻

ま

し

た

。

一

三

用

意

し

て

あ

る

義

国

議

に

よ

品

一

一

一

再

で

昨

年

吉

一

芳

七

千

八

百

円

一

早

一

霊

臣

、

ど

れ

だ

け

の

所

得

一

-

1

1

、
宮
、
浄
化
積
一
、
喜
子
の
生
活
環
警
総
合
的
に
襲
し

い
す
実
上
の
父
母
室
長
一
層
し
な
け
れ
ば
、
妻
名
簿
一
言
語
の
あ
る
へ
、
一
望
し
て
下
さ
い
。
君
、
管
午
一
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
塁
笠
宮
っ
た
高
ら
か
に
す
る
届
の
こ
一
番
豊
中
学
校
防
裏
築
工
一
舎
に
管
、
気
持
も
警
に
限
り
な
U

総
事
業
資
i
一
一
一
一
二
、
雪
一
、
八
一
言
さ
れ
た

g
z
i。山

L
一
言
が
勤
務
に
つ
い
た
語
、
主
義
さ
れ
ま
せ
ん
。
永
久
護
人
名
一
喜
一
壬
一
年
賀
一
一
沼
ま
で
に
一
前
八
時
一
一
一
十
分
か
卒
後
五
時
、
章
一

Eて
「
血
液
雲
監
議
要
礎
一
言
一
事
は
去
る
四
十
年
一
喜
工
以
来
、
一
前
進
を
そ
y
ト
l

に

更

に

委

し

率

三

百

一

軍

に

は

、

主

に

鉄

筋

プ

パ

i
の

一
震
が
あ
っ
た
考
、
そ
の
当
時
か
一
簿
に
、
ま
草
録
さ
れ
て
い
な
い
人
や
一
量
れ
た
人
。
一
日
正
午
ま
で
い
た
し
て
お

i
一
雪
自
宅
て
積
極
的
議
選
議
一
こ
の
届
を
し
ま
せ
ん
と
、
こ
れ
官
一
鹿
島
建
設
株
式
会
社
に
よ
っ
て
建
設
を
一
校
生
活
量
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
第
一
室
と
て
、
こ
・

8
買

一
ら
死
亡
ま
で
ま
塁
計
震
が
あ
一
今
後
、
雪
た
に
護
君
主
人
一
@
昭
和
四
十
一
年
士
宮
古
か
ら
で
を
し
、
最

5
5
Z一
動
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
の
霊
が
そ
れ
を
な
り
ま
す
が
一
急
い
で
お
り
ま
し
た
が
、
第
一

Z
Z
3

に

手

盟

宗

春

、

長

八

O

ら
一
っ
た
者
で
、
か
つ
援
護
審
雲
が
死
亡
一
@
母
、
満
一
一
十
才
に
な
っ
た
人
や
一
昭
和
四
十
一
一
空
ハ
用
一
日
ま
で
に
、
大
一

1
5
Z軍
ZE・E・-
=
2
5
5
i
i
;
;
i
i
i
i
i
i
=
=昔
、
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
一
及
ぴ
、
付
帯
設
備
、
施
設
設
備
工
事
も
一
構
造
|
鉄
筋
コ
ン
ク

D
L一
一

室

笑

集

室

、

な

お

東

海

よ

り

一

所

長

一
者
の
死
亡
当
時
、
空
者
の
ハ
愛
護
一
新
し
く
大
躍
に
察
署
た
る
一
語
に
転
入
し
、
引
警
三
カ
月
堂
前
町
境
学
金
を
琵
け
て
高
校
を
出
た
…
一

v書
す
る
普
H
六

月

吉

ま

で

一

甲

子

し

、

こ

の

稜

立

派

に

震

い

た

し

一

及

ぴ

号

、

が

移

転

中

で

て

こ

tの
務
ま
で
に

一

軒

料

品

員

長

一

時

時

諮

問

謹

一

六

錦

町

れ

わ

れ

い

な

い

こ

一

…

芦

川

君

の

善

行

…

一

行

妨

げ

梓

緊

問

一

託

子

の

喜

一

つ

に

一

面

詰

八

五

平

方

さ

日

伝

説

言

語

あ
一
望
し
た
喜
亡
の
日
が
昭
和
一
彦
、
ζ

の
申
出
没
し
た
人
の
棄
を

ζ

前
審
に
奨
営
資
金
制
度
表
土
の
後
輩
の
た
め
に

Z毒
川
J

印
鑑
、
公
的
年
金
証
埼
玉
る
こ
と
の
で
き
る
落
付
い
た
色
調
の
一
豪
|
普
通
教
室
一
エ
ハ
、
特
別
雲
上
の
二
千
坪
の
方
に
は
、
第
一
期
工
事

J
一
平
一
軍
章
一
宣
言
る
場
合
一
号
毎
年
一
面
会
一
月
と
九
月
に
)
一
塁
人
名
簿
塁
。
一
川
足
し
て
か
ら
五
年
に
な
芸
す
が
そ
っ
と
、
毎
月
の
給
号
、
川
一
次
の
こ
喜
義
主
ち
ょ
う
。
一
信
号
は
教
育
の
湯
に
ふ
さ
で
一
四
、
図
霊
一
、
皇
、
織
と
し
長
筋
四
階
建
国
言
語
の
居

一
の
昭
和
二
十
一
一
霊
喜
一
日
に
お
け
る
一
選
挙
人
名
簿
に
議
す
る
こ
と
に
な
D
一
右
該
当
者
は
、
九
月
三
十
巨
義
一
山
第
一
回
の
奨
学
生
、
芦
川
秀
夫
君
て
一
室
経
た
雲
間
、

ι…一
ο公
務
扶
助
斜
、
遺
族
年
金
な
ど
を
一
レ
、
環
境
の
よ
い
学
校
で
す
。
生
徒
達
一
員
室
、
保
健
室
、
用
費
室
住
棟
と
、
公
共
棟
(
章
、
襲
、
践

し
一
継
ハ
義
母
理
入
夫
婚
哲
よ
る
婆
の
一
ま
す
。
一
き
れ
る
資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
、
九
月
一
川
安
章
一
芸
)
は
去
る
四
十
学
資
金
の
一
部
に
し
て
欲
じ
い
と
…
一
受
け
て
い
て
、
ま
露
出
を
し
て
い
な
一
も
永
い
間
の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
か
ら
一
義
一
一
、
議
室
、
宿
直
室
、
放
警
な
ど
)
ボ
イ
ラ
ー
さ
棟
一
が
今
月

お
一
父
又
は
喜
一
き
署
名
簿
思
謀
議
室
喜
一
十
土
日
ま
で
に
自
を
し
て
下
さ
い
。
申
一
山
一
年
一
一
耳
目
工
芸
震
を
案
一
万
一
一
千
円
豪
雪
れ
ま
し
た
川
一
ぃ
在
、
ζ

の
所
得
状
祝
屈
を
提
出
す

一
@
死
亡
し
た
索
勤
務
に
つ
い
た
当
一
日
で
す
。
(
九
月
一
日
ま
で
に
富
一
出
を
い
た
し
ま
せ
ん
と
九
月
三
十
日
に
一
…
し
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の
白
露
町
で
は
、
間
君
の
美
し
い
気
山
一
議
届
け
出
で
下
さ
い
。
震
の
ま
ま

一
時
に
お
け
る
父
母
ま
た
は
配
偶
者
及
び
を
し
た
人
に
撃
手
)
一
義
き
れ
ず
、
選
権
が
あ
っ
て
喜
一
…
一
一
語
設
隊
に
入
隊
い
た
し
ま
雪
、
あ
り
が
た
く
お
害
す
る
…
一
護
年
金
を
受
け
て
い
る
と
、
さ
か
の

一
事
実
上
の
養
父
母
一
昭
和
四
十
一
厚
九
月
一
ニ
十
日
に
、
空
手
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
長
し
時
間
宮
入
隊
以
来
、
郷
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
川
一
ぼ
っ
て
お
返
し
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
D

一

鋼

一

ま

す

。

ぉ
一
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
れ
※
※
※
※
内
。
利
子

2
2
2利
十

の

世

会

福

祉

の

奇

一

永

町

に

J

O

民
名
や
住
所
変
更
し
て
い
て
ま
だ

一
法
一
錦
鶏
誇
訪
問
U
U詩
日

一

揺

れ

れ

諮

問

問

伊

抑

制

一

老

人

ク

ラ

ブ

誕

生

一

目

的

出

刊

誌

に

諸

に

こ

一
}
般
的
に
は
年
間
所
得
一
手
八
高
以
会
事
務
局
(
護
霊
童
生
係
〉
ま
対
し
、
社
会
福
撃
業
推
進
の
た
め
、
一
マ
一
斉
二
十
一
一
百
寿
一
※
こ
の
属
出
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
追

一

o間
連

霊

長

持

一

一

&

審

議

準

料

品

引

い

十

い

て

詰

時

計

三

諸

問

持

一

千

万

締

結

号

く

か

一
世
帯
更
生
資
金
に
つ
い
て
、
大
洗
町
世
帯
霊
資
金
の
種
類
は
次
の
と
お
一
方
向
(
四
一
・
コ
一
・
ニ

3

一
マ
二
月
一
平
一
言
葉
会
一
な
お
、
不
明
の
点
が
と
ざ
い
ま
し
た

一
社
会
櫨
襲
撃
で
は
低
所
得
世
帯
に
り
で
す
。
母
子
福
建
に
基
づ
く
手
菜
満
費
正
ニ
郎
一
氏
機
浜
町
永
町
一
会
長
・
飯
島
l
之
介
(
永
町
八
区
t
一
ら
、
何
な
り
と
係
ま
で
お
申
管
下
さ

一
対
し
、
経
済
的
自
立
と
善
意
欲
の
助

O
更
生
資
金
(
襲
、
支
度
、
技
能
修
の
子

2
る
母
子
高
に
つ
い
て
は
、
一
万
円
(
四
三
-
一
=
ハ
)
一
士
区
、
会
員
手
九
人
〉
一
在
、
お
答
え
い
た
主
す
。

一
長
促
進
を
函
D
、
安
定
し
た
生
活
が
蛍
得
)
母
子
福
祉
資
金
の
制
度
が
あ
h
u
、
内
容
鬼
沢
保
兵
衛
氏

hv

一
マ
一
一
月
一
平
四
日
永
町
万
寿
会

一
な
ま
れ
る
よ
っ
に
す
る
た
め
に
各
種
の
。
生
活
資
金
〈
生
活
、
出
産
、
嬰
δ

は
世
帯
更
生
資
金
と
同
じ
金
調
で
貸
付
四
千
円
(
四
二
・
一
・
一
一
六
)
一
会
長
・
山
蚕
ロ
助
(
永
防
一
区
Z
七

一
警
護
霊
行
な
い
、
向
時
に
必
要
な

O
住
宅
資
金
(
改
修
、
撃
を
し
て
す
、
き
に
新
学
期
裏
返
一
町
民
襲
箸
経
由
一
区
、
会
屋
ハ
十
・
0

一
襲
撃
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
。
修
学
資
金
(
修
学
、
章
一
言
襲
撃
ま
有
利
で
す
か
ら
喜
一
一
角
(
四
二
・
ニ
・
二
二
)
一
乙
れ
で
六
告
に
は
十
四
の
者
会

一

ー

i

久
藤
古
口
氏

9

一

一
資
金
貸
付
の
対
象
と
な
る
低
所
得
役
。
療
養
資
金
(
療
養
期
聞
が
一
年
以
内
者
は
御
形
周
し
て
下
さ
い
。
群
レ
い
こ
一
一
フ
ブ
が
結
成
さ
れ
、
七
二
四
人
の
会
員

均

一

許

諾

刊

誌

は

れ

龍

村

(

災

?

を

話

肺

野

町

子

缶

詰

抗

日

y
一

批

評

鮮

語

叩

パ

日
す
、
独
立
白
票
で
き
る
と
認
め
ら
と
に
よ
る
国
警
の
自
立
更
生
)
額
面
会
、
一
一
主
人
の
京
こ
は
、
現
実
脅
に
寄
人
む
い
一
た
の
で
し
た
が
、
去
、
費
、

主
れ
る
世
帯
で
あ
っ
て
、
必
要
な
資
金
を
お
の
種
類
の
貸
高
度
額
は
ま
ち
ま
の
撃
を
利
用
し
て
立
派
に
自
立
霊
わ
れ
て
い
る
、
震
障
害
者
の
方
々
の
一
民
生
霊
の
積
講
義

E去
、

同
他
か
議
泌
を
受
け
る
こ
と
が
悶
難
で
ち
で
す
が
、
雲
一
平
方
円

z卒
去
し
て
い
ま
す
-
霊
碑
霊
毒
性
つ
い
て
お
宮
せ
一
め
で
た
く
発
足
す
る
こ
と
が
で
き
、
関

あ
る
と
明
お
ら
れ
る
世
帯
を
い
い
ま
す
百
円
以
内
で
護
憲
=
一
年
Z
六

年

以

』

み

よ

い

だ

主

子

。

一

f

暴
走
対
し
管
お
礼
申
し
あ

長ZE君主ij2害22雪認122?52雪
塁語大宮的の子hfi 手品質干

iiiizffjij13 ii ii iiiii 
izjJiiziiiiii語骨iif
野駐車EhEE
iZ長官ii号211
iii;ji;js; 

(4) 

-
部
改
正

遺
族
援
護
法
の

事
実
上
の
父
母
に
も
遺
族
年
金

日
赤
募
金
は
じ
ま
る

鞠

たばこは町内で

。<><><>。

買いましょう

<><><><><> 

大洗原研正式に発足

東海、 高崎についで

職員住宅も建次埴工

ハ
写
真
は
大
賀
高
台
に
建
っ
た
所
員

住
宅
棟
)
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